
令和５年度　学校評価表

学校評価の流れ（※令和５年度の学校評価が令和６年度および令和７年度の教育活動につながる部分のみ表記しています。）

校区教育協働委員会

品川区立後地小学校 校長 西川　幸延

後地小学校校区教育協働委員会 委員長 鈴木　聡

　校区教育協働委員会は、品川区校区教育協働委員会設置要綱（改正  令和４年３月２４日 教育長決定 要綱第５号）
に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
ついて把握しています。学校評価により浮き彫りになった学校の課題を委員会で共有し、改善策を考えました。
　学校評価の結果を公表するとともに、今年度の取組の見直しや来年度の教育課程の編成に生かしていきます。
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令和５年度　学校評価　品川区立後地小学校

評価項目１　学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

年度当初から「学習ルール１０」の指導を徹
底し、学年・学級での学習規律を明確に示し
実践する。

毎月、児童へ学習ルール１０に関する自己評価を行うことで、
意識づけを行うことができた。 A

2学期末までに、「学習ルール１０」を9割の児
童に定着させるために、自己評価等を活用
し、改善策を考え実施する。

自己評価の結果からは「できる」「概ねできる」を合わせて9割
は達成できたが、「できない」児童への改善策まで考えられな
かった。

B

区学力定着度調査で、標準スコアを前年度
より高める。

学年別、項目別17項目中11項目で達成。（65％）前年度は10
項目で達成。（59％）昨年度、多くの学年で理科が下回った。 B

学習のめあてを板書し、学んだことを振り返
る時間を設定することで、一単位時間の学習
内容を定着させる。

学習のめあてとまとめを毎時間板書するように徹底を図うとと
もに放課後の時間を活用し板書についての指導を行った。 A

授業中の個別指導や、放課後等の補習授業
など充実させる。

授業以外の補習授業を児童の実態に応じて行うことができ
た。日々の授業観察でつまずきのある児童を確認し、担任に
指導するよう助言した。

A

全学年で授業研究を実施し、教員の授業力
を向上させる。

研究発表もあり、全学年で研究授業を実施することができ、指
導助言を行うことができた。 A

年3回の授業観察を活用して、教員が参観で
きる環境をつくり、多くの教員から助言をもら
える環境をつくる。

年間3回の授業観察で、他の教員も参観できる環境をつくるこ
とができた。放課後のOJTは前年度よりも多く行うことができ
た。

A

若手教員の授業を月1回以上観察し、指導
力の向上を図るよう指導する。

若手教員の授業は一日１回以上観察することができた。指導
等については月に1回程度にとどまった。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

・前年度と比較すると若干上がったが大きな向上
ではない。引き続き１５項目達成できることを目標
に取り組む。
・課題であった理科が引き続き下回った。児童の
興味関心を高める導入の展開を引き続き進めて
いく。
・日々の授業観察を活用し、学級の状況を十分に
把握して、朝や放課後なども使って個別指導を更
に徹底していく。
・引き続き、放課後の会議等の精選を図っていく。

③

・講師を招聘しての研究授業を年間７回行うこと
ができたことで、研究に関する意識が高まった。
令和５年度の研究発表会を通して、授業力の向
上を図ることができた。
・初任者を中心に若手教員が授業参観をできるシ
ステムづくりができた。自己申告の授業観察に併
せて、多くの教員から指導法を学び、振り返る流
れを引き続き行っていく。

②

◎義務教育9年間を通して、学力の基盤を定着させる。
　・基礎的基本的な学力を確実に身に付ける。
　・「学習ルール１０」の指導を徹底する。
　・東京ベーシックドリルなどを活用した個別指導の充実を図る。
　・校内研究や授業観察等から教員の指導力の向上を図る。

・学習ルール１０に関する自己評価を月ごとに重
点化することで、児童が学習ルール１０を意識し
て学習している。引き続き、学習ルール１０の意
識づけを進める。
・できない児童に対して、自己申告等を活用し、具
体的な改善策を提示させ取り組ようにする。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

①



令和５年度　学校評価　品川区立後地小学校

評価項目２　人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

教員は挨拶や礼儀、場に応じた行動を率先
して行い、一貫性をもって児童に対して、毅
然とした態度で指導する。

児童アンケート調査から、正しい言葉遣いで指導していると9
割以上の回答があった。 A

9割以上の児童が、挨拶、返事、正しい言葉
遣いをできるようにする。

挨拶、返事、正しい言葉遣いに関する児童アンケートからは、
9割の児童が「できる」「概ねできる」と回答した。 A

年度当初から生活指導の5項目を行えるよう
指導するとともに、学校のきまりを意識した
規範意識を高める。

生活指導の5項目について学年ごとに重点化を図って指導す
すめたが昨年度と同程度の定着にとどまった。 B

2学期末までに、生活指導の5項目を9割の
児童に定着させるために、自己評価等を活
用し、改善策を考え実施する

生活指導の５項目と生活目標との関連が薄いので、全校朝会
での指導等の徹底を図る。 B

学校のきまりを意識させる取組を行うため
に、今週の目標と連携していく。

全校朝会等で指導をしたが十分ではなかった。 C

地域との関わりを重視した取組を充実させ
る。

地域のお祭りやあいさつの日など、管理職が率先して地域と
連携を図ることで、児童の地域への意識が変わってきた。 B

「あいさつの日」を意識させ、地域の方々に
進んであいさつができるようにする。

児童は、「あいさつの日」を意識して登校することができ、地域
の方々へあいさつをすることができた。 A

地域清掃を行うことで、地域との関わりを深く
する。

今年度も、地域の公園や施設での地域清掃を行うことができ、
日頃から遊んでいる場所を大切に使おうとする気持ちが身に
付いた。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

・あいさつの日は、校長が率先して地域巡り
をし児童や地域住民への挨拶を行うよう声
掛けをした。地域のお祭りも管理職が参加し
連携を深めることができた。引き続き、管理
職が地域をめぐり挨拶を行っていく。
・地域清掃は児童にとって、地域をきれいに
しようという意識が高まった。引き続き地域
清掃を行い、児童の意識を高めていく。

◎「あいさつ」「時間」「約束」「役割」の指導を徹底する。
　・「笑顔とあいさつ　後地スマイル宣言」を推進する。
　・言葉遣いの指導を重点とする。
　・教員と児童の信頼関係を構築する。
  ・社会的な役割や社会の一員としての自覚をもたせる。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・運営委員会が中心となった挨拶運動やあ
いさつの日を意識させたことや、全校朝会等
での啓発活動により、十分にできるように
なってきた。継続できるように取り組む。
・自己申告等で、できない児童に対しての具
体的な改善策を明確にして指導していく。

②

・生活指導の５項目を重点化しただけで意識
の向上には繋がらなかったことから、週目標
や月目標と関連させながら意識付けをしてい
く。
・自己申告等で、できない１割の児童に対す
る具体的な改善策を示させ、指導の徹底を
図るようにする。
・学校のきまりを意識した週目標の徹底が図
られるように、全校朝会の看護当番の話から
児童に伝えられるようにする。



令和５年度　学校評価　品川区立後地小学校

評価項目３　体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

東京都体育健康教育推進校として、体育科
を中心とした校内研究を行い、体を動かすこ
とが好きな児童を育成する。

東京都体育健康教育推進校として、体育科の授業研究を充
実させ研究発表を行うことができた。 A

体育の領域を昨年度の研究領域に加え、
「器械運動系」「表現運動系」「ゲーム」を研
究していく。

校内研究や研修を通して、体育科における教材研究等の行い
方を学ぶことができた。 A

保健学習や市民科一貫プランを充実させる
ために、公開授業を行う。

健康教育に関する年間指導計画を作成することができ、公開
授業も行うことができた。 A

体育以外の時間でも体を動かす楽しさが学
べるようにする。

年間を通して、スポーツトライアルやワンミニッツエクササイズ
を行うことができた。 B

休み時間等を活用し、学級単位で運動でき
るようにする（キラスポ）。

学級単位のキラスポの取組は児童の体力向上の一端を担え
た。 A

放課後遊び事業（あそビバ！ラボ）を週一回
実施していく。

放課後遊び事業も定着し、子どもたちも楽しく遊ぶことができ
た。 A

「早寝・早起き・朝ごはん」等の健康に過ごす
ことの大切さを身に付けるようにする。

規則正しい生活習慣を身に付けると共に、手洗い等の取組も
行うことができた。 B

保健だより等で啓発するとともに、市民科一
貫プランでも位置付け取り組んで行く。

健康教育の年間計画との関連から「早寝・早起き・朝ごはん」
の必要性について考えることができた。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

・児童からも今頑張っていることの一つとして
規則正しい生活習慣に関する発言が多く
なってきた。意識啓発ができている。健康教
育の全体計画を更に充実させていく。
・東京都小学校体育研究会研究協力校とし
て、健康面に関する授業研究を行っていく。

○東京都教育委員会体育健康教育推進校として、児童の実態を踏まえた体力向上の取組や、健康に関する取組を
重視する。
　・体育科を中心とした校内研究を行う。
　・年間を通して、体力向上に関する取組を行う。
　・規則正しい生活習慣を身に付ける取組を行う。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

②

・スポーツトライアルやワンミニッツエクササ
イズもできる範囲での取り組みとなった。今
年度も運動委員会の児童活動は計画段階
で止まっているので、まずは実施し課題等を
見付けながら改善していくようにする。
・キラスポやあそビバ！ラボの取組が継続し
定着できるよう担当者と連携を図る。

①

・若手教員が多いが、一人一人が指導法を
学ぶために意欲的に研究することができた。
・東京都小学校体育研究会研究協力校とし
て、引き続き体育科の研究を行っていくとと
もに、研究発表大会での授業公開を充実さ
せる。
・立腰教育の授業を行うことで、健康教育の
一端にはなったが、次年度は保健学習を行
えるようにする。



令和５年度　学校評価　品川区立後地小学校

評価項目４　いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

いじめに関する実態調査を重視する。
毎月の生活指導委員会で各学年の状況を共有することで、い
じめ問題の早期発見・早期解決を図ることができた。 A

毎学期の区の調査に加え、学校独自に年3
回調査を行うことで、児童の様子を常に見と
る環境をつくる。

学校独自のアンケート調査を行うことで、より細かく児童の実
態を把握することができた。 A

いじめ事案を3か月以内で１００％解決する。
いじめ事案が起こった場合は3か月以内に１００％解決するこ
とができた。 A

生活指導の打ち合わせを毎週行い、早期発
見、早期解決の組織的対応をする。

生活指導夕会等で各学級の実態報告を行うことで、学校全体
で共有することができ、早期発見・早期解決することができた。 A

いじめ等対策委員会を月に1回開催し、共通
理解と全校取組を推進する。

いじめ等対策委員会を月に1回開催することができ、共通理解
と全校取組を推進することができた。 A

児童アンケートで学校生活の肯定的な評価
を前年度より高める。

児童アンケートでは、肯定的な評価が多かったが、若干否定
的な評価をする児童がいた。 B

「笑顔とあいさつ　後地スマイル宣言」のキャ
ラクター「キラりん」を象徴とした取組をする。

土曜日授業の際には、「キラりん」のバッジを全校児童がつ
け、いじめ根絶に向けた意識を高めることができた。 A

他者理解を高める、前年度までの研究を生
かした実践を継続する。

健康教育に関する年間指導計画での位置づけが不十分で
あったので改善が必要である。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・取組としての成果は見られたが、事案数が
少なかったこともあり、課題意識をもつことに
課題が残った。単なるトラブルと解決せず、
記録を残していく。
・児童のサインを見逃さないように日頃から
担任と児童との関わりを密にしたり、児童が
相談しやすい環境整備を更に進めたりする。

③

・いじめのない人間関係を構築することがい
じめ対策には必要なことである。その取組を
充実させるためにも、担任と児童との関わり
が十分に保てるよう、放課後の時間を有効
活用できる校務体制を進めてきた。
・放課後に子どもと遊ぶ教師も出ているので
さらに校務体制の精選を行っていく。
・健康教育に関する全体計画の改訂を進め
る。

重点目標

◎早期発見、早期解決で解決を図る。
　・全教職員の情報共有で全校で指導する。
　・常時、いじめ等対策委員会を機能させる。
　・「笑顔とあいさつ」の実践を推進する。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・実態調査は、未然防止・早期発見につな
がった。引き続き実施していく。
・アンケート調査を随時行えるようにし、いじ
めが起こった際に活用する。



令和５年度　学校評価　品川区立後地小学校 公開

評価項目５　（特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

児童の９０％以上が腰骨を立てた姿勢で座
ることができる。

教員の声掛けが多くなり、９０％以上の児童が意識して取り組
むことができた。 A

　授業の始業時、終業時に意識と行動を高
める声掛けをする。

授業の始業時、終業時に意識と行動を高める声掛けをしたこ
とで、腰骨を立てることの大切さを学ぶことができた。 A

全校朝会や市民科一貫プランで「腰骨を立
てる」ことのよさについて指導していく。

可動式の机やいすを全児童が使えるようになり、計測後に、
自身の身長等に合わせて使うようになった。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

◎「立腰教育」で児童の自立と自律を育む。
　・始業時、終業時に意識させる。
　・配置された可動式の机・椅子を活用して、児童に合った立腰姿勢ができるようにする。重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

②

・全校朝会や立腰教育に関する授業を実施
したことで、児童の意識が高まった。引き続
き、学期に１回程度、腰骨の立て方について
指導を行っていく。
・授業観察の際には、児童へ直接「校長先生
が教えた腰骨の立て方をやってみましょう。」
と言って直接指導を行い続けたことで、腰骨
を立てることの意識が高まった。引き続き
行っていく。


